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外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
に
つ

つ
い
て
は
、
近
年
、
協
同
組
合
等
を
一

次
受
入
機
関
と
す
る
団
体
管
理
型
の
外

国
人
研
修
生
受
入
事
業
に
お
い
て
多
数

の
不
適
正
な
事
例
が
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
ほ
ど
、
入
管
法
の
所
管

官
庁
で
あ
る
法
務
省
と
組
合
法
の
所
管

官
庁
で
あ
る
中
小
企
業
庁
が
連
携
し
て

組
合
法
の
運
用
強
化
等
の
取
組
を
行
な

う
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
は
そ
の
概
要
。

　

外
国
人
研
修
生
と
は
、
企
業
等
で
技

術
、
技
能
又
は
知
識
を
習
得
す
る
た
め

に
日
本
に
来
て
い
る
外
国
人
の
こ
と
で
、

そ
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
仕

組
み
を
外
国
人
研
修
制
度
と
い
う
。
外

国
人
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ

と
は
、
日
本
の
優
れ
た
技
術
を
開
発
途

上
国
へ
技
術
移
転
す
る
た
め
に
貢
献
す

る
こ
と
で
、
産
業
版
留
学
と
も
い
わ
れ

て
い
る
国
際
協
力
で
あ
る
。

　

研
修
は
開
発
途
上
国
の
人
に
本
国
で

は
修
得
す
る
こ
と
が
困
難
な
技
術
・
技

能
を
磨
い
て
も
ら
い
、
派
遣
国
に
そ
の

技
術
を
移
転
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る

た
め
、
そ
の
よ
う
な
供
与
す
る
に
値
す

る
技
術
・
技
能
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
企
業
が
研
修
生
を
あ
た
か
も
労
働
者

と
し
て
受
け
入
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
研
修
生
も
日
本
で
研
修
以

外
の
目
的
、
例
え
ば
報
酬
を
目
的
と
し

た
出
稼
ぎ
の
た
め
に
日
本
に
在
留
す
る

と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
。

　

こ
の
研
修
の
意
義
を
受
け
入
れ
側
、

送
り
出
し
側
、
双
方
が
し
っ
か
り
と
認

識
し
て
い
な
い
と
後
々
ト
ラ
ブ
ル
の
原

因
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
注
意
が
必

要
。

　

大
学
の
留
学
生
が
一
定
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
沿
っ
て
大
学
の
教
員
か
ら
教
育

を
受
け
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、「
産
業
版

留
学
」
と
も
い
わ
れ
る
外
国
人
研
修
に

つ
い
て
も
、
優
秀
な
指
導
員
と
整
備
さ

れ
た
研
修
計
画
が
求
め
ら
れ
る
。

　

受
け
入
れ
企
業
は
、
職
場
を
「
留
学
」

の
場
と
し
て
提
供
し
、
途
上
国
の
技
術

者
や
技
能
者
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
国

際
的
に
協
力
す
る
こ
と
が
研
修
制
度
の

目
的
で
あ
る
こ
と
を
し
っ
か
り
受
け
と

め
て
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
。

　

ま
た
、
日
本
の
人
材
育
成
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ

を
重
視
し
て
い
る
た
め
、
研
修
と
就
労
、

外
国
人
研
修
生
と
外
国
人
労
働
者
を
混

同
し
な
い
よ
う
十
分
な
注
意
が
必
要
。

　

研
修
と
は
、「
入
管
法
」
で
「
本
邦

の
公
私
の
機
関
に
よ
り
受
け
入
れ
ら
れ

て
行
う
技
術
、
技
能
又
は
知
識
の
習
得

を
す
る
活
動
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
非

実
務
研
修
と
実
務
研
修
に
大
別
さ
れ
、

さ
ら
に
、
研
修
終
了
後
、
研
修
成
果
・

在
留
状
況
等
の
評
価
を
受
け
て
技
能
実

習
に
移
行
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

①
非
実
務
研
修
＝
実
務
研
修
以
外
の
研

修
で
、
具
体
的
に
は
研
修
の
初
期
に
行

わ
れ
る
日
本
語
研
修
、
実
務
研
修
に
必

要
な
技
術
等
の
基
本
原
理
・
技
術
等
の

研
修
、
安
全
衛
生
教
育
等
を
い
う
。

②
実
務
研
修
＝
実
地
に
お
い
て
行
う
研

修
と
さ
れ
て
お
り
、
生
産
現
場
で
実
際

に
生
産
に
従
事
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は

実
際
に
販
売
や
役
務
の
提
供
の
業
務
に

携
わ
り
な
が
ら
技
術
、
技
能
、
知
識
を

習
得
す
る
研
修
を
い
う
。

③
技
能
実
習
＝
研
修
成
果
が
一
定
水
準

以
上
に
達
し
、
在
留
状
況
が
良
好
と
認

め
ら
れ
る
な
ど
、
研
修
成
果
・
在
留
状

況
等
の
評
価
を
受
け
て
研
修
終
了
後
に

在
留
資
格
を「
研
修
」か
ら「
特
定
活
動
」

へ
の
変
更
許
可
を
受
け
、
研
修
を
受
け

た
同
一
企
業
に
お
い
て
雇
用
関
係
の
下

で
、
研
修
で
修
得
し
た
技
能
の
習
熟
度

を
高
め
る
た
め
に
さ
ら
に
実
習
す
る
も

の
。

　

技
能
実
習
は
雇
用
関
係
の
下
で
行
わ

れ
る
も
の
で
、
適
正
な
雇
用
契
約
の
締

結
や
文
書
に
よ
る
労
働
条
件
の
明
示
が

必
要
で
、
当
然
、
労
動
基
準
法
、
労
働

安
全
衛
生
法
、
最
低
賃
金
法
等
の
労
働

法
令
が
適
用
さ
れ
る
。

　

こ
の
た
び
、
中
小
企
業
庁
経
営
支
援

課
長
よ
り
、
全
国
中
央
会
を
経
由
し
て

「
外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
に
係
る
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
運
用
強
化
に

つ
い
て
」
の
趣
旨
に
添
っ
た
指
導
の
要

請
及
び
周
知
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
要
請
は
、
団
体
管
理
型
の
受
入

機
関
に
よ
る
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習

制
度
の
適
正
な
実
施
の
た
め
、
法
務
省

と
中
小
企
業
庁
が
連
携
し
て
中
小
企
業

　

外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
に
係
る
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
運
用
強
化

外
国
人
研
修
生
受
入
制
度
の
意
義

組
合
法
の
運
用
強
化

■ 特　　集



 2008.9

■ 特　　集

�

等
協
同
組
合
法
の
運
用
強
化
等
の
取
組

み
を
行
う
こ
と
と
し
て
、
組
合
等
受
入

機
関
の
各
所
管
行
政
庁
に
実
施
の
協
力

要
請
を
行
な
っ
た
も
の
。

★
中
小
企
業
庁
長
官
発
所
管
行
政
庁
宛

「
外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
に
係
る
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
の
運
用
強
化
に

つ
い
て
」

　

外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
近
年
、
中
小
企
業
協
同

組
合
等
を
一
次
受
入
機
関
と
す
る
団
体

管
理
型
の
研
修
生
受
入
事
業
に
お
い
て

多
数
の
不
適
正
な
事
例
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
の
所
管
省
庁
で
あ
る
法

務
省
と
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
等
の

所
管
省
庁
で
あ
る
中
小
企
業
庁
と
は
連

携
し
て
、
団
体
管
理
型
の
受
入
機
関
に

よ
る
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習
制
度
の

適
正
な
実
施
の
た
め
、
中
小
企
業
等
協

同
組
合
法
等
の
運
用
強
化
等
以
下
の
取

組
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

中
小
企
業
協
同
組
合
等
の
所
管
行
政

庁
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、「
外
国
人
研
修

生
受
入
事
業
に
係
る
事
務
取
扱
要
領
」

に
ご
留
意
の
上
、
団
体
管
理
型
の
受
入

機
関
に
よ
る
外
国
人
研
修
・
技
能
実
習

制
度
の
適
正
な
実
施
に
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
法
務
省

入
国
管
理
局
と
協
議
済
み
で
あ
る
こ
と

を
申
し
添
え
ま
す
。

★
組
合
法
の
運
用
強
化

⑴
指
針
に
定
め
る
事
項
等
の
指
導

　

①
組
合
設
立
後
、
少
な
く
と
も
１
年

間
は
外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
以
外
の

本
体
事
業
を
実
施
し
て
か
ら
外
国
人
研

修
生
受
入
事
業
を
行
う
こ
と
②
外
国
人

研
修
生
受
入
事
業
規
約
を
定
め
る
こ
と

③
定
款
に
外
国
人
研
修
生
受
入
事
業
を

行
う
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
④
法
務
省

入
国
管
理
局
が
定
め
る
「
研
修
生
及
び

技
能
実
習
生
の
入
国
・
在
留
管
理
に
関

す
る
指
針
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
組
合

の
管
理
責
任
に
係
る
事
項
を
遵
守
す
る

こ
と
⑤
所
管
行
政
庁
は
、
指
導
を
行

な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
が
組

合
法
に
基
づ
く
所
要
の
申
請
を
行
な
う

場
合
は
、
所
管
行
政
庁
の
所
在
地
を
管

轄
す
る
入
国
管
理
局
に
対
し
、
情
報
提

供
を
行
な
う
。

⑵
法
令
違
反
に
関
す
る
情
報
共
有

　

①
入
国
管
理
局
は
、
入
管
法
に
基
づ

く
調
査
等
に
よ
り
組
合
法
違
反
の
疑
い

が
あ
る
場
合
や
不
正
行
為
認
定
さ
れ
た

組
合
に
つ
い
て
、
認
可
行
政
庁
に
通
報

す
る
②
認
可
行
政
庁
は
、
情
報
に
基
づ

き
調
査
等
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
組

合
法
に
基
づ
く
報
告
徴
収
、
業
務
改
善

命
令
等
の
措
置
を
行
な
う
。
ま
た
、
報

告
徴
収
等
に
よ
り
、
不
正
行
為
の
疑
い

が
発
見
さ
れ
た
場
合
に
は
、
入
国
管
理

局
に
対
し
情
報
提
供
を
行
な
う
。

★「
研
修
生
及
び
技
能
実
習
生
の
入
国・

在
留
管
理
に
関
す
る
指
針
（
平
成
19
年

改
訂
）」

⑴
受
入
れ
に
際
し
、
一
般
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項

▼
制
度
本
来
の
趣
旨
を
理
解
す
る
こ
と

　

研
修
生
や
技
能
実
習
生
を
受
け
入
れ

よ
う
と
す
る
企
業
等
は
、
何
よ
り
も
こ

の
制
度
の
趣
旨
が
、
技
術
等
の
移
転
を

通
じ
た
国
際
貢
献
に
あ
る
こ
と
を
理
解

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

▼
不
適
切
な
方
法
に
よ
る
研
修
生
・
技

能
実
習
生
の
管
理
の
禁
止

　

旅
券
や
外
国
人
登
録
証
明
書
を
預

か
っ
た
り
、
宿
舎
か
ら
の
外
出
を
禁
止

し
た
り
す
る
よ
う
な
不
適
正
な
方
法
に

よ
り
研
修
生
・
技
能
実
習
生
を
管
理
し

て
は
な
ら
な
い

▼
研
修
手
当
、
賃
金
の
支
払
い

　

研
修
手
当
や
賃
金
を
確
実
に
支
払
う

こ
と
。
ま
た
、
研
修
手
当
や
賃
金
が
振

り
込
ま
れ
る
口
座
の
通
帳
は
、
本
人
か

ら
要
望
が
あ
っ
た
と
し
て
も
預
る
べ
き

で
は
な
い

⑵
商
工
会
や
事
業
協
同
組
合
な
ど
の
第

一
次
受
入
機
関
が
、
特
に
留
意
す
べ
き

事
項

▼
研
修
実
施
体
制
の
確
保

　

第
一
次
受
入
機
関
は
、
研
修
に
対
す

る
監
理
を
十
分
に
行
い
、
監
査
・
報
告

を
的
確
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
と

規
模
を
組
織
と
し
て
備
え
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い 

▼
受
入
機
関
以
外
の
機
関
が
介
在
し
、

実
質
的
に
研
修
の
監
理
を
行
う
こ
と
の

禁
止

　

商
工
会
・
中
小
企
業
団
体
等
の
機
関

が
名
目
の
み
研
修
の
受
入
機
関
と
な

り
、
実
質
的
に
は
他
の
機
関
が
研
修
を

「
監
理
」
す
る
こ
と
は
、
研
修
告
示
の
要

件
を
満
た
さ
な
い 

▼
監
査
の
実
効
性
の
向
上

　

第
一
次
受
入
機
関
が
行
う
監
査
の
際

に
は
、
研
修
生
か
ら
直
接
話
を
聞
い
た

り
、
そ
の
場
で
研
修
日
誌
を
確
認
す
る

な
ど
監
査
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と 

▼
管
理
費
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と

　

第
一
次
受
入
機
関
が
第
二
次
受
入
機

関
か
ら
徴
収
す
る
管
理
費
は
、
実
際
の

負
担
額
を
勘
案
し
適
正
な
額
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
。
ま
た
、
送
出
し
機

関
に
対
す
る
管
理
費
を
研
修
生
か
ら
徴

収
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い 




